
    
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
                                                                      
                                             

 

ATTAKA 
田原市民活動支援センターだより「あったか」 

   A＝渥美のア、TA＝田原のタ、AKA＝赤羽根のアカをくっつけたロゴで、 

あったかい心で、つながるあったかいまちづくり、そんな活動はあったかい、とあったか尽くしのたよりです。 
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今年は、今までの活動に加えて、まちづくり事業の補助金を活用し、米作りと豚の飼育を 
体験し、その過程を通して、「食」「いのち」の有り難さを学ぶという事業を行っているそ 
うですが、その辺りの様子を教えてください。 

この事業の目的は、心とからだの健康です。いのちの始まりを知り、口に入る
までの過程を体験することで、いのちをいただいて生きているのだということ
が学べ、心と身体の健康に繋がると考えました。 

まだ始まったばかりですが、田んぼについて勉強したり、田植えをしたりとい
う学び場での子どもたちは、まだ知識を得ることは難しい年齢ですが、自然の中
で自然と共存して過ごす楽しさを、自分で考えたり工夫したりして遊びながら、
自然と吸収しているように思えます。暗くなるまで作業したあと、塩おにぎり一
つにでも、とびっきりの笑顔を浮かべる子どもたちの姿は、きらきらしていてい
い時間を過ごせたのだなあということが伝わってきます。子どもたちだけでな
く、大人たちも楽しんでいます。田植えの時には、子どもたち以上に夢中になっ
て、大人どうしが泥だらけになって語り合い笑い合い、力を合わせて作業を楽し
みました。豚さんの飼育体験でも、子どもと同じ目線で好奇心をもって豚さんに
触れたり餌を作ったりと、童心に帰ってはじける時間を過ごしました。 

いのちの学び＝食ではなく、それは自分のいのちを大切にすること、喜ばせる
ことにも繋がっていると気づかされ、こういう学びの場は、子どもにも大人にも
豊かな心を育んでくれ、心と身体の健康に役立つと改めて思っています。。 

 子育てサークル ここしか 
2021 年 9 月発行の当たよりで紹介しました「子育てサークル ここしか」さん。あれから３年近く経
ち、今年度は、田原市市⺠協働まちづくり事業の補助金を活用して、益々充実した活動を展開している
ようなので、再び最近の活動の様子をお聞きしました。 

教えて！あなたの団体 

子育てサークル ここしか 一口メモ 

☆代表 小久保祥子（堀切町在住） 

☆設立目的 

恵まれた自然、地域の人たちとの交

流の中で、大人も子供も学びながら

安心・安全な居場所を創る 

 

☆これまでの主な活動 

原則月一回の定例活動 

芋植え。餅つき。海や山、畑などで

のどろんこ遊び。子供服譲渡会 

 

☆主な活動場所 

 堀切市民館、堀切町の協力者の畑等 

 

☆メンバー数   ７名 

 

 

左：田植え体験 
右：田植えのあと、自分たちで沸かした 
  五右衛門風呂でコミュニケーション 

餅つき体験 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
                          

 

 

ご意見・ご感想は 

田原市⺠活動⽀援センター まで 
開設場所 田原文化会館フリースペース 
開設日時 毎週火曜日・土曜日/正午〜午後 4 時 

田原市⺠活動⽀援センターより 
メールマガジンも発信してます！ 

 田原市⺠活動⽀援センターでは、年１回の「市⺠活動だより」、年４回の「ATTAKA」以外にも、月１回くらいのペースで
メールマガジンを発信しています。内容は、諸サークルの活動状況やイベント情報、トピックス、⽀援制度の紹介などです。
配信を希望される方、是非ご連絡ください。またイベント告知や募集などの情報の提供もお待ちしております。配信希望、情
報提供のある方、団体名、代表者名、送信先アドレスを記入の上、下記メールアドレスまで、その旨連絡をお願いいたします。 
                    shiminkatsudo3507@yahoo.co.jp 
 
         一緒につくろう‼ 「第１8 回 しみんのひろば」 
 「しみんのひろば」は、今年 18 回目となります。これまでの反省を踏まえ、今まで以上に各団体の交流ができ、それぞれの
活動を多くの人に知ってもらえるものにしようといろいろ話し合いを重ね、2 月 9 日（日）田原文化会館ということでまず期
日場所は決定しました。ですが、まだまだ方向性や形態など具体的なことは未定です。イベントづくりに関心のある方、意見
や案をお持ちの方、何かやってみたいという方、一緒に「第 18 回 しみんのひろば」をつくりましょう。上記のメールアドレ
スまでご連絡ください。新しい声、仲間をお待ちしています。 

皆さんにメッセージをお願いします。 
お米作りについては田植えは終わりましたが、秋には

稲刈りがあります。豚さんの飼育体験は短時間単発で参
加できます。わが子と一緒にいのちを感じる尊い時間に
なると思います。 

「ここにしかない 
かぞく じかん ばしょ ちから いのち」 

を合言葉に、このかけがえのない、愛おしく、尊い子育て
期間をご縁ある仲間とこの地で豊かに生きています。少
しでも興味関心を持っていただいた方、是非ご連絡くだ
さい。ご参加お待ちしています。 

              

編集後記 

 今春もたけのこ、新たまねぎ、あさり、わかめ等々、ご近所からお
裾分けに預かり、人と人との交わり、美味しいものを頂ける幸せに包
まれ、渥美半島って最高、こんな恵まれたところはないと、心底感じ
ました。交通の便が悪くて、遠出するときには多少不便は感じても、
それを補うに余りある宝がたくさん詰まっている田原市。大切にした
いですね。 

今後の活動日程   
8／6（火）            いのちの学び場 お米と豚  
夏休み中（期日未定）  地域でつながる「スーパーのシ 

ャッターにお絵かきプロジェ
クト」 

  他にもいろいろ企画しており、随時インスタ、公式 
ＬＩＮＥでお知らせしていきます。 

これまでの活動を振り返ってみてどうですか。 

この３年で私自身も「ここしか」もとても成⻑させてもら
いました。今では、「ここしか」は、産み出し育ててきたもの
というより、対等な関係でお互いに育てあう存在になってい
ます。７人の仲間も、育ちも価値観も違いながら、縁あって
引き寄せ合って共に活動するようになり、「ここしか」がそれ
ぞれの人生の一部になって存在しているように思います。 

「ここしか」の現在のような姿を見ることができ、諦めず
に続けてきて良かったと心の底から思います。泣きそうです。
これからも触れてくださる人を、温かく照らす居心地のよい
場所として存在できるよう、皆んなで頑張っていきたいと思
います。 

 

豚さんとのふれあい体験 


